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総則

年金相談関係業務取扱要領
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第1節

目的

年金相談関係業務取扱要領

〔第1部業務処理詳細説明書〕
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この要領は、年金事務所及び街角の年金相談センター（以下 「年金事務所等」 とい

う。）における年金相談業務の処理方法を定め、もって円滑かつ適正な業務の遂行に

資することを目的とする。
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第2節

構成

年金相談関係業務取扱要領

〔第1部業務処理詳細説明書〕
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この要領は、 2部構成とし、第1部では第1章に年金相談業務の概要を、第2章に

年金相談業務の処理方法を、第3章に窓口装置による記録照会の要領を、第4章に主

な年金相談事例とその説明を登載し、第2部（別冊）では窓口装置によって照写され

るディスプレイ画面の様式及びその説明を登載している。
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第1節

来訪相談

年金相談関係業務取扱要領

〔第1部業務処理詳細説明書〕
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1. 受付

(1) 来訪による年金相談の申出があったときは、相談者に、年金相談受付票

【別記様式 l】（以下「来訪受付票」という。）を提出させる。ただし、相談

者が高齢等のため来訪受付票の記入が困難なときは、相談担当職員が所定の

事項を聴取し記入する。

(2) 相談者が代理人であるときは、次の事項の記載があり、かつ、本人の署名

捺印のある委任状（以下「委任状」という。）を提出させる。ただし、相談者

が委任状の用紙の交付を希望する場合には、 【別記様式例 1]を交付するもの

とする。なお、代理人が本人の家族で、本人が身体の障害により相談するこ

とが困難であると認められるときは、委任状の提出は要しないものとする。

① 本人の年金手帳の基礎年金番号または年金証書の基礎年金番号 ・年金コ

ード

② 本人の氏名、生年月日及び住所

③ 委任する相談の内容

④ 代理人の氏名、住所及び本人との関係

2. 相談者の確認

被保険者等の個人記録に基づく回答を必要とする相談者については、当該相

談者が本人または本人の真正な委任を受けた代理人であることを、次により確

認する。

(1) 相談者が本人であることの確認は、相談者が持参している年金手帳、年金

証書及び改定通知書等、旧社会保険庁または日本年金機構から本人に交付さ

れた文書（以下「年金手帳等」という。）により行うこと。

なお、年金手帳等を持参していないときは、来訪受付票に記載されている

事項と窓口装置に照写される記録等 （年金事務所等で管理している被保険者

等の記録を含む。 以下同じ。）を突合して確認すること。

(2) 相談者が本人の家族である ことの確認は、相談者が持参している委任状及

び相談者の身分証明書または運転免許証等により行うこと。

ただし、委任状を持参していない場合であっても、本人が身体の障害によ

り相談することが困難な理由があるときは、身体障害者手帳、要介護認定の

通知書または精神障害者保健福祉手帳等、施設 ・療養機関に入所中の場合に

は、施設長の証明を提示させることにより確認するとともに、本人の年金手

帳等及び家族であることを証明できる書類を提示させ、確認した上で相談に

応ずるものとする。
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なお、受給権者の家族から各種証明書等の交付（再交付を含む。）申請の場

合であって委任状及び本人の年金手帳等を持参していないときは、来訪受付

票に記載されている事項と窓口装置に照写される記録等を突合して確認する

こと。

視党障害者については、相談者が持参している代筆の委任状を確認後、電

話等にて本人の意向を確認した上で相談に応ずるものとする。

(3) 相談者が代理人であることの確認は、相談者が持参している委任状及び相

談者の身分証明書または運転免許証等により行うこと。

(4) 具体的な相談の対応にあたって、相談者が本人または代理人であることに

疑問を生じたときは、本人の職歴等を申告させ、窓口装置に照写される記録

等と突合する等適切な措置をとること。

3. 相談内容の把握及びデータの収集
来訪受付票の記載内容に基づき、相談内容を具体的に聴取し、被保険者等の

個人記録を必要とする相談については、その回答に必要なデータを次により収

集する。

(1) 次の記録については、窓口装置により必要なデータを照写すること。

① 被保険者記録

② 受給権者記録

③ 年金見込額

(2) 厚生年金保険及び船員保険の被保険者記録で、機構本部においてマイクロ

フィルムに収録されている記録については「被保険者記録等進達関係手続」

（以下 「被保険者進達手続」という。）に基づき、機構本部に照会すること。

（注） 当該記録の有無は、窓口装置の被保険者記録照会回答票画面にマイクロ

フィルムのカセッ ト番号の表示により確認できる。

(3) (1)及び(2)以外の記録で自管轄のものについては、厚生年金保険被保険者

原票（被保険者名簿を含む。）、船員保険被保険者名癖、国民年金被保険者台

帳または国民年金受給権者台帳等により確認すること。

(4) (1)及び(2)以外の記録で他の年金事務所等の所管にかかるものについては、

「業務処理要領 【マニュアル】健康保険・ 厚生年金保険屋直］」（以下「健保・

厚年適用マニュアル」という。）に基づいて所要の処理を行うこと。
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(5) 機構本部に進達された年金請求書の処理状況に関する相談で窓口装置に照

写されないもの、障害認定内容等に関する相談で機構本部に進達された年金

請求書の原議の確認が必要なもの、並びに年金給付の返納方法に関する相談

で機構本部の対応が必要なもの等については、機構本部に照会すること。

4. 回答

(1) 年金相談の回答にあたっては、関係法令、関係通知及び第 1節3により収

集したデータ等に基づき、相談内容に応じた適切な説明を行う。なお、権利

にかかる説明（年金見込額照会、年金の繰上げ ・繰下げ、選択に関すること

など）をした場合には、来訪受付票により詳細な事跡を残すとともに、お客

様相談室長等がその事跡を確認のうえ、来訪受付票に確認印を押印すること。

(2) データの収集に時日を要するため、あるいは、相談内容が複雑である等の

ため即答できない場合は、後日、文書または電話により回答するか、再度来

訪を促す等により回答する。

なお、受給権者の家族から各種証明書等の交付（再交付を含む。）申請の場

合であって委任状及び本人の年金手帳等を持参していないときは、受給権者

原簿記録に収録されている住所の本人宛に郵送により行うこと。

(3) 相談を受けた結果、受給権者記録の訂正等を要するもので、当該記録の訂

正等にかかる関係書類を機構本部へ進達することが必要なものについては、

「業務処理要領 【マニュアル】国民年金 ・厚生年金保険匝蚤藝到」（以下「国

年・厚年給付マニュアル」という。）、に基づいて、所要の処理を行う。

また、被保険者記録の訂正等を要するものは「健保・厚年適用マニュアル」、

「業務処理要領 【マニュアル】国民年金屋囲l」（以下「国年適用マニュアル」
という。）または「業務処理要領 【マニュアル】国民年金匝亘亘l」（以下「国
年保険料マニュアル」という。）に基づいて所要の処理を行う。

(4) 支給額変更通知書、公的年金等の源泉徴収票の再発行（年金事務所等にお

いて再発行できるものを除く。）または支払年金額の証明書等の交付の申出が

あったときは、受付を行い、別表2 「交付先等一覧表」に基づき、機構本部

ヘファクシミリにより依頼すること。
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第1節

窓口装置による

記録照会業務の概要

年金相談関係業務取扱要領

〔第1部業務処理詳細説明書〕
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1 照会記録の概要

窓口装置を操作する事により、機構本部に照会することのできる記録は次のとお

りである。
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(1)被保険者記録

塙慎 ①厚生年金保険 嬰 被保険者記録照会
名

. -~.. . 
¥ ，．． 

9 、

塁機構本部において管理している記録

I_ 
. ---- -. ~ 

|― 

••~ -．．． 

[ 記録の説明 主な照写項目 | 備考

| 
被保険者等につい 年金手帳の基礎年金番号 ・ 昭和 29年 4月 1

て被保険者記録の変 生年月日 ・氏名・カセット ・ 日以前に被保険者資
＇ | 遷が収録されている。 整備表示 ・沖縄表示 ・事業所 格を喪失し、かつ昭
| 

整理記号番号 ・資格取得年月 和 34年 3月31日まl 

日 ・月額変更年月日 ・資格喪 でに被保険者資格を

I 資 失年月日 ・被保険者種別 ・標 取得していない者に
格 準報酬月額 ・標準貧与額 ・資 かかる昭和 29年 4
記

は
録 格記録原因 ・被保険者期間の 月 1日以前の記録は

月数 ・実期間の月数 ・各種共 照写されない。
の 済組合への移管表示等 ・年金
説
明 証書の基礎年金番号及び年金

§ コード・ 受給権発生年月 ・改

主
定年月 ・事由

な 脱退手当金または 当該手当金の名称 ・支給 資格記録に同じ
照 障害手当金の支給を 額 ・支給年月日 ・支給の基礎

斎 受けた被保険者等に となった被保険者記録の最初

目 ついて、その支給にか の資格取得年月日及び最後の

かる記録が収録され 資格喪失年月日 ・支給の基礎

ている。 となった被保険者期間の月数
I 

| 時 等
＇`  金 --•一•一•一，·---·
l 
記 交渉法により、船員 当該年金の年金額 ・決定年

録 保険の老齢年金また 月日 ・支給の基礎となった被
'. は追族年金の支給を 保険者記録の最初の資格取得

＾ 
4 ．． 
.. 受けた被保険者等に 年月日及び最後の資格喪失年
・, 
＇ ついてその支給にか 月日 ・支給の基礎となった被•, 

漑• ふ9•9 "で心••·、9t • 9 ， ' かる記録が収録され 保険者期間の月数等

ている。

(1/3) 
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①厚生年金保険
照
会
名

被保険者記録照会

機構本部において管理している記録

主な照写項目

一
時
金
記
録

解散した厚生年金

基金に加入していた

被保険者等について、

当該基金の加入記録

が収録されている。

厚生年金保険法第

75条に該当した被保

険者等について、当該

記録が収録されてい

る。

被保険者等の当該基金加入

（資格取得）年月日 ・資格喪

失年月日 ・当該基金の解散年

月日等

資格記録に同じ

厚生年金保険法第 75条に

該当した事項の区分（被保険

者期間・標準報酬月額 ・被保

険者種別） ・当該記録等

参
考
記
録

重
複
取
消
元
記
録

機構本部において、

昭和 63年 1月時点の

総合処理を行った結

果、事故となった記録

がある被保険者等に

ついて、当該事故記録

が収録されている。

番号重複取消届等

の処理により、統合さ

れた被保険者記録が

収録されている。

資格記録及び被保険者記録

の訂正 ・追加記録等

処理年月日 ・統合元番号 ・

事務所整理記号番号 • 取得年

月日

(2/3) 
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匿官
•·. ．． 

①厚生年金保険

＇ 
被保険者記録照会

I ←ぃ`-公.^.̂ t ’ 

星、ヽ
機構本部において管理している記録

-- -- r -

< 記録の説明 I 主な照写項目 備考

. ---

＇ 諸 訂正前生年月日、変 生年月日訂正（訂正年月 日、
I 亦冬 更前氏名及び年金手 旧生年月 日） ・氏名変更 （旧氏
更
記 帳の再交付記録が収 名） ・（旧） 年金手帳再交付 ．

録 録されている。 処理年月日 ・処理庁

重 すでに番号重複取

複 消届等の処理が行わ
重複取消挫理区分、重複取

昌 取 れている年金手帳の消 消整理番号
の 記 基礎年金番号が収録
説 録 されている。
明

§ 同一人に 2個以上 疑重複年金手帳の記号番号

量 の年金手帳の記号番主
な 複 号が払い出されてい

照 手 る疑いがある場合に、
写 番 他の年金手帳の記号
項 記
目 録 番号が収録されてい

る。

＇ 沖縄特別措置に係 年金手帳の基礎年金番号 ・| 沖 る特例納付記録及び 氏名・ 生年月日 ・性別 ・年金
縄 特例加算額記録が収 証書の基礎年金番号及び年金
特
例 録されている。 コード・ 管理台帳番号 ・納付

納 年月日 ・処理年月日 ・特例納
付

付月数 ・基準標準報酬月額 ・
記

．` 録 改定年月 ・特例加算額 ・支給

停止額 • 特例加算支給額

(3/3) 
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m 
第2節 窓口装置による記録照会の操作方法

4.被保険者記録照会の操作要領

(1)被保険者記録照会

年金相談関係業務取扱要領

〔第1部業務処理詳細説明書〕
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① 厚生年金保険・船員保険

操作手順 操作要領

1. 入カガイドパターンの照写 1 塑墨キーを押下後、制度設定画面で 〔健保・厚年〕

または 〔船保〕 を選択し匝画キーを押下する。つぎに

匹
〔健保・厚年〕

〔船保〕

亘 I〔届書コード及び処理大区分コード〕 を入力し、厘亘
キーを押下する。

制
度
選
択

届書 1処理大区分
コード コード

処理小区分コード

回回田田厘
l 1 1日
届処
書理
コ小
1 区
ド分

［ 

囚I厚年

回回国ーーーー1---------...

ー 資格記録

一 1共済記録

- I一時金記録

ー 参考記録

ー 重複取消元記録

ー 諸変更記録

ー 重複取消記録

ー 基本記録

ー 洪済記録

ー 一時金記録

国I船保口］面五戸録
ー 諸変更記録

一 1期間重複記録

一 1共済期間記録

（注） 被保険者記録を照会する場合は、「資格記録」

を照会する。

この場合、「一時金記録」等が収録されてい

る者については、「資格記録」を照写後、

閏 キーを押下することにより「一時金記

録」等がそれぞれ照写される。
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操作手順

1. 入カガイドパターンの照写

（つづき）

2. 年金手帳の基礎年金番号及

び照会区分の入力

操作要領

入カガイドパターンが照写される。
但保厚年 抜保陰者記紐照会票

選択 届書J-f° 021大区分 1小区分 操作番号 1

01基硯年金番号

画面1

001 

02照会区分

照写された入カガイドパターンに従って年金手帳

の基礎年金番号及び照会区分コードを入力し、医蜃キ

ーを押下する。

照会区分

コード

田

困

説明

脱退手当金支給記録、厚生年金保

険法第75条該当記録及び共済移管

記録が収録されている場合は、当該

記録の期間の削除等を、また被保険

者期間が重複している場合は、仮の

二以上勤務処理を行った資格記録

及び賀与記録を照写する。

喪失被保険者ファイルに収録され

ている全ての資格記録及び質与記

録を照写する。

（注l) 照会区分入力を省略した場合は、照会区

分コード圧の照写を行う。

（注2) 照会区分を田 と入力した場合に、収録さ

れている資格記録に不備があるときは、デ

ィスプレイ画面にメッセージが表示される

ので、照会区分を困と して再度入力するこ

と。
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操作手順

2. 年金手帳の基礎年金番号及

び照会区分の入力（つづき）

操 作 要 領

（注3) 船員保険の被保険者記録照会について

も、基礎年金番号を入力し、 医圃キーを押

下することにより、脱退手当金支給記録、

厚生年金保険法第 75条（旧船員保険法第

51条の 2)該当記録及び共済移管記録が収

録されている場合は、当該記録の削除等を

行った基本記録を照写する。

また、収録されている基本記録に不備が

あるときは、ディスプレイ画面にメ ッセー

ジが表示されるので、照会区分を回として

再度入力することにより、船保被保険者フ

ァイルに収録されている全ての資格記録及

び貨与記録が照写される。

（注4) 年金手帳の基礎年金番号が不明な者につ

いては、第 1 部一第3章—第2節「 9.

氏名等による記録索引の操作要領」 を参照

すること。

被保険者記録が照写される。
但保厚年 被保該者記註照会回答累 （資格薔面） 画面1
選択 屈書J-f'021大区分 1小区分 操作番号 2 001/002 

性別男 照会区分

氏名I iンキ99Dり 生年月 日 昭和 99.99. 99碁磁年金番号 9999-999999
1日台2 新番〇沖縄Obh卜0000-0000整園 [-00参00元00桔00代001酎00]
年番 ・年金コード 整理記号番号 適用種別 整理記号番号 適用種別

発生月改定月事由 得喪日 種別 月・賞原因月致 得喪日 種別月・貫原因月数

0000-0000~00 5-36. 10. 01 1 022 3 012 
5-19. 10. 01 1 010 1 062 5-37. 10. 01 I 020 3 007 
5-24. 12. 01 4 5-38. 05. 01 1 024 3 003 
0000-000000-000000 5-38. 08. 01 1 028 3 014 
5-26. 03. 07 1 010 2 026 5-39. 10. 01 1 030 3 002 
5-28. 05. 10 4 5-38. 12. 01 1 036 3 028 
0000-000000-000000 5-42. 04. 01 1 052 3 006 
5-28. 09. 01 1 010 2 049 5-42. 10. 01 1 048 3 012 
5-32. 10. 01 I 010 3 020 5-43. 10. 01 1 052 3 012 
5-34. 06. 01 5-44. 10. 01 I 045 3 006 
0000-000000-00000 5-45. 04. 01 1 060 3 006 
5-34. 06. 10 I 012 2 004 5-45. 10. 01 I 056 3 012 
5-34. 10. 01 I 014 3 010 5-46. 10. 01 I 072 3 012 
5-35. 08. 01 1 020 3 014 5-47. 10. 01 I 068 3 006 

（注1) 「資格画面」が1画面に収録できない場合

は、複数の画面に渡って収録されている。

（注2) 「資格画面」の画面にカセット番号が照

写された場合は、機構本部においてマイク

ロフィルムにより管理している記録がある

ことを示す。
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操作手順

3. 資格記録照写後の操作

(1) 次画面を要求する場合

操作要領

悶

(2) 指定画面を要求する場

合

竺ご
画
面
番
号

ロ

(3) 入カガイドパターンを

再度要求する場合

厘

(4) 処理が終了した場合

2画面以上に渡って記録が収録されている場合は、

悶 キーを押下する。

被保険者記録の 2画面目以降が照写される。

1画面は省略1

既に照写し終わった画面を再度照写する必要があ

る場合は、当該画面の〔画面番号〕を入力し、 [:t〗
キーを押下する。

画面番号に対応した被保険者記録が照写される。
健保厚年

選択
被保絞者記註照会栞（夏取元画面）

届書J-f'021大区分 1小区分 揉作番号 2 004/004 

氏名1 ~ンキン 9Dり 生年月日昭和 99.99. -99 
基硯年金番号 9999-9999990 [ -00#00元00詫00代00(1)00]
処理年月日 航合元番号 事稟所整理記号番号 取得年月 日

63. 09. 12 9999-999999 9999-99999-999999 45. 01. 01 

操作手順 lの入カガイドパターンを再度照写し、新

たな年金手帳の基礎年金番号により、再度、被保険者

記録を照会する必要がある場合は、厘蚕杵ーを押下す

る。

入カガイドパターンが照写される。

l画面は省略l
（注） 照写後の操作は、操作手順2以降により行う。

処理が終了した場合は、薩了キーを押下する。

戸
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（参考）操作要領フローチャート 被保険者記録照会（厚生年金保険 ・船員保険）

oi
 

入カガイ ド
パターン

被保険者記録

3:（l)I 
） 
3-(2) ~ 3-{3J ~ 3-(4 

次画面を 指定画面を
入カガイ ド

I 処理がパターンを I 
要求する場合 要求する場合 終了した場合

要求する場合

↓ 

日 日
゜（注） 図中の番号は、「操作手順」の項番である。
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② 国民年金

操作手順

1. 入カガイドバターンの照写

亘〔国年〕匝垣回回日
誓 ヒーャー」

屡
届
書
コ
ー
ド

択

力

1
0
0
1
 

選

入
を

を

芦

ヽ
J

)

年

ド

ー号番

コ

直
l

0

作操

領

で

書

面

cJi

る

画

れ

分

区ヽ

さ

ヽ

要

定

に設

ぎ

写

度

つ

。

照

悶

。
る
が
註
大
―

、
る
す
ン
ザ
051

作

制後

す

下

一

吐

”
被
釦
金
届

年

築

下

下

押

夕

押

押

を

パ

基

2
 。

を

を

一

ド

―
―

キ

イ

:
〗
正50
1

厘

2. 照会区分、年金手帳の基礎 照写された入カガイドパターンに従って〔照会区分

年金番号の入力 1及び年金手帳の基礎年金番号〕 を入力し、 医直キーを
押下する。

ロロロロ…□函
yl l l 

照 年
会金
区手
分帳

畠

； 
徊m9E{、1
ロロ

（注） 年金手帳の基礎年金番号が分からない場合

には、氏名 • 生年月日または氏名・統一事務

所コードにより索引を行うことができる。

照会しようとする記録により匝l 田～匝]~のいずれ
かを入力する。

コード 記録名

回11 基本画面
回 困 資格 ・納付記録皿画面

回 131 配偶者画面
固世 一時金画面

（注） 基本画面を照会する場合は、【®坦1•E{}の入
力を省略することができる。
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操作手順 操 作 要 領

減子・片』滋匹H,了・1;ti

ロ

丁

年
金
手
帳
の
基
礎
年
金
番
号

ロ

被保険者等の年金手帳の基礎年金番号を、次により

入力する。

① 10桁の数字

② 番号が 6桁に満たない場合は、その上位を 0

で補い 6桁とする。

被保険者記録が照写される。
国年 被保険者記註照会（資格 ・納付m)

選択 屈書J-f° 051大区分小区分 操作番号 1
01照会区分 99 02基姓年金醤号 9999-999999

生年月日 X-Z9.Z9. Z9 性別女氏名 xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
資格記錢

取得 X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X 
喪失 X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X 
取得 X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X XZ9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X 
喪失 X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X 

納付記佳 m
年度納全3/4-'1'1/4学洒付 年度納全3/4半1/4学猶付 年度納全3/4半1/4字刃付
X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 
X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 
X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 
X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 
X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 
納付 368全免 03/4免〇半免 01/4免〇学生0猶予〇付加 251

差額記録

年度末免年度末免年度宋免年度末免年度末免年度末免年度末免年度末免年度末免

9!l-9999 99-9999 9!l-9999 9!l-9999 99-9999 99ー9999 9!,-9999 99-9999 99-9999 
3号特 例納付期間記註 ．

（自）ー（至） （届出年月日）29.29-29. 29 C 29. 29. 29) 29. 29-29. 29 C 29. 29. 29) 

3.被保険者記録照写後の操作

(1) 次画面を要求する場合

鸞

画面2

001 

2画面以上に渡って記録が収録されている場合は、

隅 キーを押下する。

被保険者記録の 2画面目以降が照写される。
国年 被保該者記錢照会（資格 ・納付m) 画面2
選択 屈書J-f'051大区分小区分 操作番号 1 001 
01照会区分 99 02基姓年金番号 9999-999999

生年月日 x-Z9.Z9. 29 性別女氏名 xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
資格記保

取得 X Z9. Z9. Z9-X X Z9. 29. 29-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X Z9. Z9. 29-X 
喪失 X Z9. Z9. 29-X X 29. Z9. Z9-X XZ9. Z9. 29-X X 29. Z9. Z9-X X Z9. 29. 29-X 
取得 X 29. 29. Z9-X X Z9. Z9. Z9-X X 29. Z9. 29-X X Z9. Z9. Z9-X X 29. Z9. 29-X 
喪矢 x Z9. Z9. Z9-X X 29. Z9. Z9-X X Z9. 29. Z9-X X 29. Z9. 29-X X Z9. Z9. Z9-X 

納付記録田

年度納全3/4半1/4学巧付 年度納全3/4半1/4学刃付 年度納全3/4半1/4学筍付
X Z9-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 
X Z9-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 
X Z9-9999 9999 99999999 X Z9-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 
X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 X Z9-9999 9999 99999999 
X Z9-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 X 29-9999 9999 99999999 
納付 368全免 03/4免〇半免 01/4免〇学生〇類予〇付加 251

丑額記紐

年度末免年度末免 年度末免年度末免年度末免年度末免年度末免年度末免 年度末免

99-9999 99—9999 99-9999 99-9999 99-9999 99ー9999 99-9999 99-9999 99-9999 
3 号特例納付期間記佳

（自）ー（至） （屈出年月日）Z9.Z9-Z9. 29 (Z9. Z9. Z9) Z9. Z9-Z9. Z9 (Z9. Z9. 29) 
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操 作 要 領

同一人について、他の照会区分の被保険者記録を照

写する必要がある場合は、照会しようとする （照会区

分〕 を入力し、医圃キーを押下する。

国年還択

01照会区分
基姓年金番号 9999-999999 X X X 
生年月日 X-29.29. 29 性別 x 氏名 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX X X X 
電耗番号 29. 29. 29 
住所〒 999-9999 外国人通称名 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX X X X 
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 
被保陰者区分 xxxxxxxxxxxxxxx xxxxxxxxxxxx xxxxxx 9999-999999 判別区分 99
納付書作成 29. 29. X 台帳保管庁 xxxxxxxxx 不在決定年月 29. 29 
資格記註 X 29. 29. 29-9 X 29. 29. 29-9 X 29. 29. 29-9 X 29. 29. 29-9 喪失予定

X 29. 29. 29-9 X 29. 29. 29-9 X 29. 29. 29-ll X 29. 29. 29-9 29. 29. 29-9 
X X X X 22. 22 X X X X 22. 22 
納付記餞 4 5 6 7 8 9 101112 I 2 3 
29年度 XXX XXX XXX XXX 
29年度 XXX XXX XXX XXX 
29年度 XXX XXX XXX XXX 
29年度 XXX XXX XXX XXX 
29年度 XXX XXX XXX XXX 

被保核者記餞照会 （基本）

届書J-f'051大区分 小区分 投作番号 9

記註情報

xx基本
xx資格 ・納付田
xx配偶者
xx一時金

国面 1
999/999 

被保該者期r.， 納付全免 3/4免半免 1/4免 学生打予付加 沖縄
Z9年29月(229月）ZZ9月 ZZ9月 ZZ9月 ZZ9月 ZZ9月 ZZ9月 ZZ9月 229月 xx

(3) 入カガイドパターン

を、再度要求する場合

厘

(4) 処理が終了した場合

操作手順 1の入カガイドパターンを再度照写し、新

たな年金手帳の基礎年金番号等により、再度、被保険

者記録を照会する必要がある場合は、厘薔キーを押下

する。

入カガイドパターンが照写される。

国年 被保絞者記録照会

選択 届名J-f'051大区分小区分 操作番号 1
01照会区分 02基硯年金番号 一

画面 1

001 

処理が終了した場合は、厘了キーを押下する。

厘
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（参考）操作要領フローチャート 被保険者記録照会（国民年金）

0
>

入カガイ ド
パターン

被保険者記録

※ 年金手帳の基礎年金番号が不明のときは、 第 1 部—第 3

章—第2節ー 9. (5) 国民年金〔氏名•生年月日または氏

名・統一事務所コードによる年金手帳の基礎年金番号等の索

引〕 により索引することができる。

3-(1) 

次画面を
要求する場合

3-（2 

指定画面を
要求する場合

日。
（注） 図中の番号は、「操作手順」の項番である。

3-(3) 

入カガイド
パターンを
要求する場合

3-(42.._ 

処理が
終了した場合

E
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